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Ⅰはじめに

震災は時を選ばず甚大な被害を与える｡緊急事

態に備え､患者が常に必要な情報を携帯している

事で緊急透析に伴うリスクを減らし､スムーズで

安全な治療を提供する手助けになると考えた｡

Ⅱ研究の目的

簡潔で明瞭な内容を示し､利便性､経済性､耐

久性を備えた緊急時に役立つ情報媒体を作成する｡

Ⅲ使用器具

ノー トパソコン､ファイルメーカープロバージ

ョン7(以下ファイルメ-カー)､リライトカード､

リライトカードリーダライタARI00 (以下リ

ーダライタ)､LAN環境など｡リーダライタの仕

様種別がUSB接続とネットワーク接続の2タイ

プがあり､設置場所に自由度が求められるネット

ワークタイプを開発対象として選択した｡院内

LAN環境さえあれば､どこでも入力作業を行うこ

とが可能であり､リーダライタを設置する場所も

透析室のカウンター､受付など都合の良い場所を

選択することが可能である｡また､リーダライタ

は複数個所に設置することも可能であり､患者の

都合の良い場所でデータの更新が可能である｡

Ⅳ結果

条件を変更しても字が読みやすく､耐久性､携

帯性に優れた情報媒体となったG また､フアイ/レ

メーカーを採用した事で操作が簡易であり､情報

の編免やレイアウトの変更も施設の要望に柔軟に

対応する事が出来た｡

しかし､パソコン自体に苦手意識を持っている

職員も多く､情報の修正やソフトの立ち上げなど
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基本的な操作でつまずく場面が見られたUまた､

患者から､｢内服薬の情報は入らないのか｡Jとい

う質問があった｡内服薬の情報量は多いため､テ

レフォンカードサイズの面積に載せる事は困難で

ある事と､現在配布している薬剤情報を携帯して

もらうように説明した｡

Ⅴ結語

拡張として､日機装社製フューチャーネットと

の連動を考えている｡簡単な方法としてはフュー

チャーネットからデータをαⅤファイル形式で出

力して､Excelやファイルメーカーでインポート

する｡そのデータから必要な情報のみ透析カード

に拾い上げる｡これには製造メーカーの協力が必

須であるが､入力フォームさえ固定しておけばデ

ータをペーストするだけで更新可能となる｡また､

この情報に付随して入れる事が出来るドライウェ

イトや体重増加量､リンやカルシウムなど血液デ

ータの推移をグラフ化して比較するなど治療に役

立てる事も可能である｡

Ⅵ今後の課題

透析条件変更にかかわる職員の教育､故障時の

対応が出来る選任スタッフの育成などの検討が必

要である｡また､

近隣の透析施設で

同様のシステムを

導入する事で統一一一

された情報の管理

や運用性の拡充な

どの発展を図りた
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